
長野県危機管理部危機管理防災課
火山防災幹 柏原 稔

長野県の火山防災対策について

令和５年12月18日（月）
火山防災対策に係る意見交換会



本日の説明内容

▶ 浅間山広域避難計画
・浅間山広域避難計画の策定
・浅間山広域避難計画の課題

▶ 御嶽山噴火災害を契機とした長野県の火山防災対策

▶ 「信州 火山防災の日」の制定

・「信州 火山防災の日」「信州 火山防災月間」の取組
・御嶽山における噴火警報のアプリ配信実験について
・御嶽山における登山者動向把握実証実験

（御嶽山チャレンジ2023）について
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▶長野県に火口がある火山
・浅間山
・御嶽山
・焼岳
・乗鞍岳

▶長野県にも影響のある火山
・弥陀ヶ原
・新潟焼山
・草津白根山

○長野県に関係する常時観測火山
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○浅間山広域避難計画

浅間山広域避難計画の目的・位置付け

「浅間山広域避難計画」の策定（R1～R5）

火山専門家の意見聴取

広域避難計画（浅間山火山防災協議会）

〇 浅間山で天仁噴火（1108年）・天明噴火（1783年）クラスの大規模噴火
が発生した際に、広域避難が必要となる火山現象毎に住民等の避難計画を
整理

〇 浅間山火山防災協議会の構成機関が連携協力し、浅間山周辺住民等の安
全を可能な限り確保し、迅速かつ円滑な広域避難対応がとれる体制を構築

〇 災害対策基本法第40条の都道府県地域防災計画及び同法第42条の市町村
地域防災計画の作成に資する
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○浅間山広域避難計画

時期 浅間山の火山防災対策

平成19年12月 浅間山の噴火警戒レベル運用開始

平成23年 浅間山融雪型火山泥流の火山ハザードマップ作成

平成28年３月 浅間山火山防災協議会移行

平成30年３月 大規模噴火のハザードマップの作成

平成31年３月 大規模噴火の火山防災マップの作成

令和元年 広域避難計画策定着手・作成方針決定

令和２年 火山現象別の避難の考え方、避難対象地域と避難者数等検討

令和３年 交通規制、避難行動要支援者避難支援、住民安否確認手法、避難所運営等検討

令和３年11月 浅間山火山防災に係る長野県側担当者会議（コア会議）設置

令和４年 降下火砕物（降灰）への対応等検討

令和４年11月 佐久広域連合火山防災部会設置

令和５年 長期避難対策等検討・広域避難計画完成・公表（予定）

令和６年以降 各地域防災計画へ反映（予定）

浅間山広域避難計画策定経過
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火砕流・火砕サージ
溶岩流・大きな噴石 融雪型火山泥流

降下火砕物（降灰）（30cm以上）

● 大規模噴火発生時の影響範囲と避難者数（想定）

現象 長野県側 群馬県側 計

火砕流・火砕
災サージ

92,000人 15,000人 107,000人

融雪型火山泥
流

88,000人 7,000人 95,000人

降下火砕物
（降灰）

175,000人 15,000人 190,000人

大きな噴石 影響範囲に集落なし

溶岩流 影響なし 700人 700人

○浅間山広域避難計画

避難者数等の暫定値（R2.3成果品より）
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●浅間山広域避難計画の課題

課 題 対応状況

１ 居住地域に大規模な被害・多
数の避難者発生の可能性

〇 広域避難計画の策定に着手（R1～R5)
⇒ 避難指針を検討（浅間山火山防災協議会）

２ 市町村が実施する避難対応は、
各市町村で検討する必要性

〇 佐久地域11市町村でつくる佐久広域連合が火山
防災部会を設置、浅間山火山防災協議会に参画
⇒ 受入調整、避難所・避難場所等を検討（R4～）
⇒ 市町村地域防災計画等に反映（R6～）

３ 広域避難計画の実行性の担保 〇 広域避難を想定した防災訓練の実施検討
  ⇒ 浅間山火山防災協議会（R6～）

▶ 大規模噴火における火砕流・火砕サージ発生時には、約10万人以上の避難が
必要と想定しており、浅間山火山防災協議会の構成機関が連携し、浅間山周辺の
住民等の安全を可能な限り確保し、迅速かつ円滑な広域避難体制を講ずる必要
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○浅間山広域避難計画
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▶ 紅葉シーズンの週末の昼食時間（11時52分）に噴火

▶ 死者 58名 行方不明者 ５名 重傷29名

概 要

● 御嶽山噴火災害（平成26年９月27日）

▶ 噴煙が上空3500ｍまで上がり、火口周辺に多量の噴石、
 低温の火砕流が発生

○御嶽山噴火災害を契機とした長野県の火山防災対策



●「長野県火山防災あり方検討会」を設置 （ H29.2に報告書を公表）

課 題 方 向 性

１ 火山の専門的知識を有する者の確保 〇火山研究施設の誘致、施設運営への支援
  ⇒ 大学の火山研究施設の誘致

２ 噴火災害の記録と記憶の伝承 〇災害伝承、火山防災の情報発信、地域振興の拠点を整備
⇒ 御嶽山ビジターセンターの活用が有効

３ 火山防災意識の向上 〇火山と共生した地域づくりの担い手の育成
⇒ 御嶽山火山マイスターの創設

４ 登山者の安全確保 〇シェルターなど避難施設の整備を支援
   ⇒ 補助制度の整備 （参考：国補助１/３）

▶ 有識者や関係自治体をメンバーに、全国の火山へのアンケートや関係者との
意見交換を行い、得られた知見を指針に県と市町村が連携し、防災対策を実施。  
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○御嶽山噴火災害を契機とした長野県の火山防災対策



●「火山避難施設整備支援事業」を創設

● 御嶽山ビジターセンターの整備

● 御嶽山火山マイスター制度の創設

● 名古屋大学御嶽山火山研究施設 (寄附講座）

▶ 常時観測体制と、専門家との協力体制を確保

▶ 認定23人（＝事前講習を受講し書類審査）※R5.3現在

▶ 令和４年８月27日開館

名古屋大学

御嶽山火山研究施設

火山活動の観測のほか、
火山防災講座も開講

▶ H29年７月 木曽町役場三岳支所内に開設

▶ 役割  御嶽山地域の火山防災の普及・啓発
  木曽地域の魅力を内外に伝える  

▶ 火山情報のデジタルサイネージ、御嶽山の
 プロジェクションマッピング、火山活動の
 めぐみと多様な生物の展示など

▶ シェルターの整備を支援

▶ 整備費1/３を上乗せ補助

（参考：国補助1/3）

▶ 県は名古屋大学の寄附講座を支援

▶ R４年８月 木曽町御嶽山ビジターセンターへ移設
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○御嶽山噴火災害を契機とした長野県の火山防災対策



○「信州 火山防災の日」の制定 （令和５年３月30日要綱制定）

▶ 制定の趣旨
・長野県は、県外に火口を有する火山も含めると常時観測火山を７つ抱える全国でも有数な火山県
・過去、幾度となく火山災害が発生し、御嶽山では平成26（2014）年の噴火で多数の登山者が巻き
込まれる甚大な被害をもたらした。

・御嶽山噴火災害を風化させることなく、火山防災に係る意識の向上と防災対策の一層の推進に取
り組み、併せて火山及び周辺地域の魅力発信による地域振興に寄与する。

火山防災意識の向上・啓発
火山・周辺地域の魅力発信

・市町村等と連携し、火山防災意識の向上と地
域の魅力発信に繋げるイベントを開催

・火山防災に対する学びの機会を提供

火山防災先進県を目指
した研究・知見の集積

・行政、火山専門家、大学、火山マイスター
等様々な主体の共創による取組を展開

・国内外の火山関係会議招致

市町村

火山専門家

大学

火山マイスター

観光事業者

関係団体等と連携

（R5年度の取組）
・「火山防災の日」シンポジウムの開催
・火山マイスター等による火山防災教室開催

火山と共生し「火山防災先進県・長野」を目指す

火山地域における
防災減災対策の推進

・噴火に伴う土砂災害に関する対策の推進
・退避壕、退避舎等の整備
・登山者等に効果的に情報発信する体制構築

（R5年度の取組）
・各火山防災協議会との連携促進を図り、御

嶽山の取組や成果を他の火山へ波及

（R5年度の取組）
・火山安全登山情報発信事業（危機管理部）
・火山噴火緊急減災対策事業（建設部）

国関係機関火山地域が連携
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○「信州 火山防災の日」「信州 火山防災月間」の取組

11

（R5.9.23「信州 火山防災の日」制定記念シンポジウム）

（R5.9.23「信州 火山防災の日」記念日登録証授与式）

「信州 火山防災の日」周知ポスター



○「信州 火山防災の日」「信州 火山防災月間」の取組
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○「信州 火山防災の日」「信州 火山防災月間」の取組

登山地図アプリを活用した火山情報配信実証実験
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ビーコンを活用した登山者把握実験（御嶽山チャレンジ2023）



○「信州 火山防災の日」「信州 火山防災月間」の取組

安全登山啓発活動・啓発グッズ
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• 期間： 2023年8月5日〜10月9日

• 参加者：のべ877名（アンケート回答者は283名）

○御嶽山における噴火警報のアプリ配信実験について
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登山地図アプリ『ヤマレコ』【株式会社ヤマレコ（長野県松本市）】

• 登山地図アプリ

• オフラインでも現在地が分かる、道迷い遭難の防止に役立つスマホアプリ

• 104万ダウンロード（2023年9月時点）

▶実証実験の概要
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▶実証実験の内容

• 気象庁発表の、御嶽山の火山情報を配信
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• 御嶽山の登山者に限定し、1日2回、
11:00と13:30に警報（テスト）を配信
• アプリ通知
• 音声
• 振動
• 警報表示

• 行動履歴を記録
• いつ警報が届いたか
• いつ登山者がスマホを見たか

• 実証実験の参加後にアンケート実施

▶実証実験の内容



▶アンケートの回答結果（一部項目抜粋）
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→ 危険度を伝える仕組みや、情報の正確性も期待されている



→ シェルターに退避したいが、場所はわからない

▶アンケートの回答結果（一部項目抜粋）

20→ シェルターに逃げようとする



2割の人が気づかない理由は？

□警報が鳴っていない原因
• アプリの通知をOFFにしている
• 機内モードをONにしている
• 警報時にはすでに下山していた
• 圏外のキャリア（楽天モバイルなど）

□警報に気づかない原因（※推定）
• 周囲の音が大きすぎる
• 無意識に操作をして止めている
• 実際は警告画面を見ている履歴がある
ため。

警報が鳴っていない

75%

鳴っている

25%

気づけなかった人（67人）の行動データ

▶アンケートの回答結果（一部項目抜粋）
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▶アンケートの回答結果（一部項目抜粋）

まとめ

• スマートフォンの地図アプリを活用することで、多くの登山者に短時間で警報が届けられる
ことが確認できた。

• 登山者の満足度や期待度も高く、一定の導入効果が期待できる。

• 課題もいくつか見つかった。

一部の登山者には気づいてもらえない、警報を伝えるだけでは行動を促せない可能性がある など
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○御嶽山における登山者動向把握実験（御嶽山チャレンジ2023）について
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▶御嶽山チャレンジ2023 報告資料一部抜粋
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▶御嶽山チャレンジ2023 報告資料一部抜粋
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▶御嶽山チャレンジ2023 報告資料一部抜粋
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▶御嶽山チャレンジ2023 報告資料一部抜粋
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▶御嶽山チャレンジ2023 報告資料一部抜粋



29

▶御嶽山チャレンジ2023 報告資料一部抜粋
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▶御嶽山チャレンジ2023 報告資料一部抜粋
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▶御嶽山チャレンジ2023 報告資料一部抜粋
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▶御嶽山チャレンジ2023 報告資料一部抜粋



ご清聴ありがとうございました。

長野県ＰＲキャラクター
アルクマ
Ⓒ長野県アルクマ
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